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研究成果の概要（和文）：この研究は、アジア4カ国（日本、タイ、韓国、台湾）で重要な課題となっている移
民労働や国際結婚の親を持つニューカマー児童の教育問題を現地調査に基づき分析した。調査の結果、アジア4
ヶ国ではニューカマー教育の歴史が浅いため、学校外のNPO/NGOが不可欠の支援活動をしていることが分かっ
た。また、4カ国では共通して人権保障を理念としたニューカマー児童の教育支援が普及していることが分かっ
た

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to analyze the educational problems of migrant 
children in the four Asian countries; Japan, Thailand, Korea and Taiwan. Based on the field work, 
the research found that the expansion of education for migrant children in the four Asian countries 
is still limited, NPO / NGOs play an important role for helping activities and human rights security
 has become a common philosophy in the four countries.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 今世紀に入り、アジア 4 カ国（日本、タ
イ、韓国、台湾）では、ニューカマー児童の
教育問題が、多文化教育研究分野でも注目さ
れだした。しかし、比較教育学的な研究は国
内外でもきわめて少ない。従来の研究は、各
国内の個別課題分析や欧米モデルの課題解
決の考案に限定されていた。そのため、単一
民族型教育システムに就学するニューカマ
ー児童の教育問題の包括的な比較分析が不
足していた。 
(2)アジア 4 ヶ国ではニューカマー教育の歴
史が浅いため、学校外の多様なアクター
（NPO/NGO，ボランティア）が不可欠の支
援活動をしている。しかし、学校外のアクタ
ーの重要性に着目し、さらに学校、自治体、
民間企業、NGO などの異なるアクター間の
連携・協働の有効性という視点からの研究が
不足していた。 
 
２．研究の目的 
(1)アジア 4 カ国のニューカマー児童の教育
課題を大きく「教育アクセス」「教育内容」「進
路」に分け、課題解決の現状や問題特性を整
理し、各国の解決への取り組みの現状を比較
分析する。 
 
(2)ニューカマー児童の支援ネットワークの
形成要因とその役割分析という視点から、地
域での支援アクター相互関係を詳細に分析
し、ネットワーク形成を可能とする諸要因を
明らかにする。 
 
(3) ニューカマー児童へのネットワーク支援
による課題解決の有効性を明らかにし、成功
事例を国内外に発信する。 
 
３．研究の方法 
(1)各国別調査班を編成し、各調査班が拠点調
査地の学校、教育委員会、行政機関、NPO・
NGO などに協力依頼し、ニューカマー児童、
家族への面接調査、学校、行政機関、NGO
調査を実施し、包括的な情報収集を行った。
さらに、各国ごとに調査協力者を配置し、調
査協力者は長期継続的に学校や NPO・NGO
で参与観察を行い、詳細なデータ収集を行っ
た。 
 
(2)現地調査を行った国は、日本（兵庫、秋田
など）、韓国（ソウル、ノンサン市、釜山市）、
台湾（台北、台中）、タイ、カンボジア、ラ
オスである。 
 
４．研究成果 
(1)韓国・釜山大学社会科学研究院と合同で、
3年（H26. H27．H28）に渡り、国際会議を開
催した。国際会議では韓国と日本の多文化社
会の現状と課題について発表と意見交換を
行った。H26 は「Migration and Diaspora in 
Asia-Diversity and Dynamics」、H27 は「東

アジアにおける多文化社会の現状と課題：日
韓比較」、H28 は「Diversity and Equity: 
Through the Lens of Multiculturalism」を
テーマに会議を行った。3 カ年を通して、増
加する結婚移住者の人権と生活支援、ニュー
カマー児童への平和学習、日本での高校への
特別入学試験枠の必要、日本に住む中国残留
邦人帰国者の歴史・現状・課題など多様なテ
ーマで議論し、研究者同士の連携を強化した。 
 
(2)調査 4 カ国でのニューカマー児童教育に
ついては、特に母語教育、教授言語(国語)な
ど言語教育の現状と課題について明らかに
した。4 カ国を比較すると次のことが特徴と
して挙げられる。 
①内容的には母語指導員、母語補助支援者の
派遣、母語クラスの開催など類似の取り組み
が多い。 
②韓国、日本の母語教育は、自治体と NGO,
民間団体が先導している。 
③タイの母語教育は NGO が主導し、民間企業
の連携も見られる。しかし、4 カ国の中では
政府･自治体の関与度が最も低い。 
④台湾では、学校と新移民学習センター、移
民団体、公益団体と協力して、新移民の母語
教育を実施している。4 カ国の中では最も先
端的な母語教育支援制度が構築されつつあ
り、今後の動向が注目される。 
 
(3)日本国内での調査（ニューカマー生徒の
高校進学と特別入学枠制度）を行い、特別入
学枠の制度的現状と各県による違いを明ら
かにした。この研究結果は、兵庫県の公立高
校入試における外国人特別枠の導入と受け
入れモデル校作りに役立った。 
 
(4)調査 4 カ国では、共通して NGO など外部
団体の教育支援、人権保障、アドボカシーに
関わる役割が大きいことが明らかになった。 
①日本では中国残留邦人帰国者の支援、ニュ
ーカマー生徒の高校進学特別枠づくり、母語
教育などの NGO が活発に活動している。 
②韓国では結婚移住者の生活支援、人権保障、 
結婚移住者の言語教育や子どもへの母語指
導などに NGO が活発に活動している。 
③台湾では「たいまつ計画」に NGO が関与し
ている。また、インドネシア華僑による世界
的組織「インドネシア・デイアスポラ･ネッ
トワーク」の台湾支部を立ち上げ、この組織
が中心となり、支援ネットワークが活発に活
動している。 
④タイではニューカマー児童のモデル校作
り、移行学級作りに NGO が関与している。ま
た、NGO と民間企業との連携によるニューカ
マー児童のための学習センターの運営が進
んでいる。特にミャンマー児童の不就学や児
童労働問題が頻発しているS県で詳細な調査
を行い、水産加工業界が水産加工業での児童
労働問題を解消するために、NGO と連携し、
資金援助を行い、児童労働者のための学習セ



ンターを運営していることを明らかにした。 
 
(4)研究代表(野津)は、本科研での研究成果
を単著『タイにおける外国人児童の教育と人
権- グローバル教育支援ネットワークの課
題』として公表した（2014 年）。本著書の内
容は、「子どもの人権保障の普遍化とタイ国
内の対応」「外国人児童の学校不就学とその
要因」「ミャンマー生徒が学ぶ学習センター」
「」ミャンマー児童支援のためのグローバ
ル・ネットワークの形成」「児童労働問題へ
の取り組み」「人身取引防止と被害者支援」
「子どもの商業的性的搾取防止の取り組み」
「タイのグローバル教育支援ネットワーク
の現状と課題」である。 
 
(5)韓国釜山大学と兵庫県立大学で共同調査
を実施（大学生が抱く日韓相互のイメージと
受容性に関するアンケート調査）し、上述(1)
の国際会議で分析結果を発表した。調査によ
れば、日本の学生が韓国の学生より多文化受
容性が高い（特に外国人の友人がいる、多文
化に関する授業を受講している、外国留学を
計画しているなど）。（雑誌論文②を参照） 
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